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監視

※3 調達情報メール（例）

○○株式会社 ご担当者様
このメールは大阪大学物品調達システムからの自動送信メールです。

○○学部・○○学科
○○研究室 より
貴社への調達情報がシステムに登録されました。

下記のURLより調達情報の詳細をご確認下さい。
https://sample.osaka‐u.ac.jp

◇このメールは送信専用です。返信はお受けしておりません。

大阪大学物品調達システムによる発注の手順
1.発注前に取引業者様に見積等（※1）を依頼し、調達する物品、数量、金額等を決定します。

2.決定した調達情報を本学が入力（※2）します。

3.本学が入力を完了し、調達情報を確定させると、事前に登録されたメールアドレス宛に調達情
報メールを送信します。（※3）

4.取引業者様が調達情報の詳細をご確認いただくと受注状態となりますので、希望納期内に適宜
出荷（※4）願います。
なお、希望納期内に出荷できない場合や、調達情報に疑義が生じた場合は発注者にご確認願い
ます。

5.事務部門における納品確認及び教員等による納品検収の後、不備等の問題が無ければ支払い手
続きを行います。

※1 電子媒体、紙媒体、メール、ＦＡＸ等方法は限定しません。
※2 所定のデータ形式で電子データを頂戴できればそのまま読込可能な設計とする予定です。
※4 取引業者様に「受注」、「出荷」などのステータス管理をして頂く必要はございません。



受注画面例

① 調達情報一覧を確認して頂く画面の例です。

※画面は開発中のものです。

② 調達情報一覧から詳細を選択し、確認して頂く画面の例です。

調達情報


